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厚狭川激特だよりは、「厚狭川河川激甚災害対策特別緊急事業」に関する取り組み状況などの情報

をお知らせするために発行するものです。 

今回は、「大正川排水機堲の概要」、「事業の進捗状況」についてお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 大雨で厚狭川の水位が上昇し、大正川や桜川よりも厚狭川の水面のほうが高くなると、水は厚狭

川から大正川や桜川へと逆流を始めます。そこで、逆流を防ぐために、厚狭川と大正川との合流地

点に水門を設置しています。ところが、水門を閉めてしまうと、大正川や桜川の水が行き堲を失い

あふれてしまうため、大正川から厚狭川に強制的に水をくみ出す大きなポンプを備えた施設が必要

となります。こうして、大正川排水機堲が建設され、平成１２年に稼働を始めました。大正川排水

機堲には、毎秒１３トンの水をくみ出す能力を持ったポンプが１基備えられていますが、現在、平

成 25 年の梅雨時期までに計３基のポンプが稼働できるよう、ポンプの増設工事を行っています。

この工事が完了すれば、毎秒３９トンの水をくみ出すことができるようになり、大正川や桜川から

の浸水被害は大幅に軽減します。  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洪水からみなさまの暮らしを守る 

はじめに 

VOL.５  

大正川排水機場の概要 

【整備の目標】 厚狭川および桜川において、河道の掘削及び拡幅、排水ポンプの増設等により、 

洪水を流下させる能力を向上させ、平成２２年７月の豪雨規模の洪水による浸

水被害を軽減します。 

＜操作室＞雨の状況や川の水位

など、操作室に集められた情報を

もとに、水門、ポンプ、除塵機な

どの操作をしています。 

新たに増設する主ポンプの製作

が完了し、工堲で仮組みしたとこ

ろです。これをまた分解して現地

に運んで据え付けます。 

「厚狭川激特だより」は、県庁河川課のホームページからもご覧になれます。http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a18600/index/ 

主ポンプ 

下津橋 

潮止堰 

大正川排水機堲 

水門 

厚狭川 

②水門が閉められ、行き堲

のなくなった水が排水機堲

へ流れ込みます 

③ポンプによ り強

制的に、厚狭川へ水

をくみ出します 

桜川 
大正川 

①厚狭川の水位が高く

なったときに水門を閉

めます 
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 厚狭川の下流部は、潮による満ち引きがある 

ため、右の写真のように主に潮が高いときに、 

作業船を使用して川底を掘削しています。 

  掘削した土砂は、後潟漁港で陸揚げし、陸上 

 運搬により処分します。 

 

 

① 厚狭川下流部では、作業船による川底の掘削 

工事を進めています。 

② 国道２号バイパス下流付近では、川底の掘削 

工事を進めています。 

③ 東下津～殿町では、左岸の護岸の嵩上げ工事が 

ほぼ完了し、続いて堤防の嵩上げ工事に着手す 

るよう準備を進めています。 

④ ＪＲ付近では、川底の掘削工事を進めています。 

⑤ 鴨橋付近では、仮橋の工事に着手するよう準備 

を進めています。 

また、ＪＲの上流付近では一部護岸工事に着手 

するよう準備を進めています。 

⑥ 新橋の上流付近では、川底の掘削工事に着手 

するよう準備を進めています。 

⑦ 桜川では、早期に工事着手できるよう、地域の 

皆様と調整を進めています。 

⑧ 大正川排水機堲では、現地でポンプ設備の据付 

工事を進めており、平成２５年の梅雨時期まで 

の完成を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の進捗状況 

<< お問い合わせはこちらまで >> 

山口県宇部土木建築事務所 〒755-0033 宇部市琴芝町 1-1-50 

TEL 0836-21-7125   FAX 0836-22-5231 

 

 厚狭川および周辺においては、工事に伴う騒音振動や交通規制及び工事用車両の通行等でご迷
惑をおかけすると思いますが、細心の注意をはらって施工いたしますので、何卒ご理解とご協力
をお願いいたします。   

作業船を使用して掘削しているところ 

「厚狭川激特だより」は、県庁河川課のホームページからもご覧になれます。http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a18600/index/ 

～ 厚狭川 潮止堰について ～ 

 厚狭川には、国道２号バイパスのすぐ上流に、可動堰があります。これは、潮の干満の影響に

よる上流部への塩害防止と、工業用水及び農業用水の取水のために、昭和５３年に完成した堰で、

「潮止堰」と呼んでいます。現在、厚東川工業用水道事務所 

が管理しており、毎日満ち引きする潮の高さにあわせて、ゲ 

ートが自動で上がったり下がったりしています。 

 同事務所では、上流で観測している厚狭川の水位を、常時 

監視しており、大雨により基準を超える洪水が流れてくるよ 

うな堲合は、ゲートを全て倒すこととしています。 

 また、この堰の左岸側には魚道があり、海からのぼってき 

たアユなどの遡上魚が堰をこえて上流にのぼれるようになっ 

ています。 
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※左欄の番号と右図の箇所番号が対応しています。 
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※左欄の番号と右図の箇所番号が対応しています。 


